
【感染症発生動向調査事業から】
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 今年は、川崎市における様々な小児の呼吸器感染症の報告数が増加していま
す。インフルエンザやＡ群溶血性レンサ球菌咽頭炎、咽頭結膜熱は９月中旬か
ら急激に報告数が増えており、インフルエンザの令和５年第４８週（１１月２７日
～１２月３日）の定点当たり報告数は１７．３４人と、先週からやや減少した
ものの報告数の多い状況が続いています。また、現在は、新型コロナウイルス
感染症も定点当たり２．１０人と３週連続で増加しており、リアルタイムサー
ベイランスにおいても、１１月下旬以降報告数の増加が続いています。 
小児の呼吸器感染症は、市内だけでなく、国内及び海外においても報告数の

増加がみられています。比較的身近な感染症であっても、免疫が不十分な乳児
や基礎疾患を有する小児等では重症化することもありますので、周囲の流行状
況には十分に御注意ください。 

今、何の病気が流行しているか！

第４８週報告数第１位 小児の呼吸器感染症の流行状況に御注意ください！

令和５年１１月２７日（月）～令和５年１２月３日（日）〔令和５年第４８週〕の感染症発生状況 

第４８週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）インフルエンザ ２）Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 ３）咽頭結膜熱でした。 

インフルエンザの定点当たり患者報告数は１７．３４人と前週（２１．９８人）から横ばいで、例年よりかなり高いレベルで推移しています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は４．８９人と前週（６．７６人）から減少しましたが、例年より高いレベルで推移しています。

咽頭結膜熱の定点当たり患者報告数は４．７３人と前週（５．２４人）から横ばいで、例年よりかなり高いレベルで推移しています。

第４８週報告数第３位

第４８週報告数第２位

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健医療政策部感染症対策担当・
各区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所） 

令和５年１２月５日作成（問合せ先）０４４－２７６－８２５０

川崎市における新型コロナウイルス感染症及びインフルエンザ
のリアルタイムサーベイランス医療機関当たり報告数推移 

（令和５年５月８日～１２月４日診断分） 

川崎市感染症情報発信システム（KIDSS）（令和５年１２月５日１１時時点） 

中国北部における小児の 
呼吸器感染症の増加について 

現在、小児の呼吸器感染症は、世界各地にお

いて報告数が増加しているといわれています。 

特に中国北部において、小児の呼吸器疾患の

急増が問題となっていますが、現時点では未知

の病原体によるものではなく、インフルエンザ

やマイコプラズマ、ＲＳウイルス、新型コロナ

ウイルス等既知の病原体の流行によるものと報

告されています。 

（厚生労働省検疫所（FORTH）ホームページより） 


